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１ 「こども霞が関見学デー」について 

 「こども霞が関見学デー」は、平成８(1996)年度から

毎年、文部科学省が「こども見学デー」の一環として実

施しているイベントです。霞が関に所在する各府省庁等

が連携し、子供たちを対象に事業説明や職場見学等を行

うことにより、子供たちが夏休みに広く社会を知る体験

活動の機会とし、親子のふれあいを深めることを目的と

しています。各府省庁等の特色を活かし、小・中学生等

を対象に様々なプログラムを設けて実施しています。 

 

２ 令和５年度の開催について 

今年度は８月２日（水）、３日（木）の２日間にわた

って開催されました。消防庁では、「消防の仕事」を楽

しみながら学び、身近に感じてもらうため、『消防士の

仕事を体験してみよう！』と題し、ブースを設けました。

今年度は例年行っている４つのプログラムに「バッテリ

ーカー乗車体験」と「音楽隊演奏（東京消防庁）」を加

え、６つのプログラムを実地開催しました。また、消防

庁特製のカードを作成し、受付時や体験時に配布しまし

た。 

昨年度に引き続き、実地開催にご参加いただけなかっ

た子供たちに向けて、オンラインコンテンツもご用意し

ました。 

令和４年度は、新型コロナウイルス感染症の感染状況

等を鑑み、予約制で開催しましたが、今年度は４年ぶり

に予約の必要の無い通常の開催方法で実施することがで

きました。 

子供たちは、普段体験することができない消防の仕事

の各プログラムに目を輝かせ、楽しみながらも時折真剣

な表情で学んでいました。 

 

 

 

 

 

 

 ２日間の開催で、約３３０名の子供たちにご参加いた

だき、大盛況のうちに幕を閉じました。 

災害に負けるな！～災害を疑似体験しよう～ 

ＶＲ※で火災、地震、風水害を疑似体験し、災害の恐ろ

しさを知ることで、命を守る行動を学ぶことができます。

子供たちは、リアルな映像に「あﾞっ！」と声が出たり、

思わず手で顔を覆ってしまうなど、ＶＲをとおして災害

の恐ろしさを感じ取っていました。 

 ※「Virtual Reality」の略で、仮想的な空間を現実で

あるかのように体験できる仕組み。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

煙の中を突き進め！～煙の怖さを感じてみよう～ 

煙ハウスの中は、火災を想定した真っ白な模擬煙で充

満しています。子供たちは、係員から火災時の避難行動

の説明を聞いた後、視界が悪く息苦しい煙の中を、ハン

カチ等で口を覆い姿勢を低くして、しっかりと落ち着い

て脱出できました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度「こども霞が関見学デー」の開催 
消防庁総務課 

総合受付の様子 
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火事だ！火を消せ！ 

～消防服を着て、ホースと筒先で放水しよう～ 

消防服とヘルメットを被った未来の消防士たちが、放

水体験をしました。炎に狙いを定めて、水の勢いに負け

ないようにしっかりと筒先を持ち、頼もしい姿で真剣に

取り組んでいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

命を救え！～心臓マッサージ、ＡＥＤを体験しよう～ 

心臓や呼吸が止まった傷病者を社会復帰に導くために

は、バイスタンダー※による一次救命処置が大切です。

子供たちはいざという時のために、心臓マッサージの方

法やＡＥＤの使い方を学び、心肺蘇生法の一連の動作を

体験しました。 

※けが人や急病人が発生した場合、その場に居合わせ

た人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

バッテリーカー乗車体験※３日のみ 

消防車と救急車のバッテリーカーでコースを走る体験

をしてもらいました。乗車した子供たちは消防士の気持

ちになりきって運転していました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

音楽隊演奏（東京消防庁）※３日のみ  

東京消防庁音楽隊の皆様にご協力いただきミニコンサ

ートを開催しました。ルパン三世やドラえもんなどアン

コールも含め全５曲を演奏していただきました。ホール

に響く音色に子供たちだけでなく大人も聞き入っていま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特製カード 

今年度は記念品として特製カードを５種類作成し、各

体験ブースなどで配布しました。 

 

(裏面) 
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３ オンラインコンテンツのご紹介 

消防の仕事を学ぼう！ 

～ど根性ガエルの漫画で消防の仕事を学ぼう～ 

小学４年生の双子の兄弟(れんくんとゆいちゃん)が、

ピョン吉やひろし、ゴリライモなどと出会い、消防の

様々な仕事のほか、少年消防クラブや消防団などについ

て学びます。 

https://www.fdma.go.jp/publication/kodomo_kyouzai/post1.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消防の仕事を学ぼう！～女性消防士のことを知ろう～ 

消防＝男性だけの仕事ではありません。現役の女性消

防吏員が出演し、消防吏員の仕事について動画で紹介し

ています。 

https://www.fdma.go.jp/relocation/josei_shokuin/special/movie.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こども ぼうさい ランド 

～クイズ形式で災害について学ぼう～ 

幼年から小学校低学年の子供たちを対象に、災害につ

いてクイズ形式で学べます。 

https://www.fdma.go.jp/relocation/e-college/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わたしの防災サバイバル手帳～クイズ形式と図解で 

災害について学ぼう～ 

大災害が発生した場合、どんな混乱が待ち受けてい 

るのか、救援がくるまでのあいだを生き抜くための知識

を、クイズや図解を交えて親しみやすい内容として、楽

しみながら学習できるようにしている「防災を身近に感

じてもらうためのハンドブック」です。 

https://www.fdma.go.jp/relocation/syobodan/activity/education/bousai/survival/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


